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【研究概要】  

 藻類は次世代燃料となり得る中性脂質を細胞内に貯蔵することで知られており，今後研

究による知見の深化により人類の社会環境を向上できる可能性の高い生物材料である． 

 本研究ではまず代謝学的に藻類細胞の挙動を理解することを目的に，生物が生得的に持

つ自律的な周期変動である生物リズムの代表例である細胞周期と概日リズムと代謝との関

連性を理解することを目的にした． 

※日本藻類学会での発表を予定しているため，詳細は控えさせていただきます。  
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